


































































































































Mayer），ケンブリッジ大学 the Judge Insti-
tute of Management（ 英 ， Prof. Simon
Learmount），Max-Planck Institute （独，
Prof. Klaus）， European Corporate Gove-
nance Instituteなどとの交渉をすすめている。
他方，アジア各国との連携も重要であり，現
在，早稲田大学においては，ファイナンス研
究所（所長，宮島）がコーポレート・ガバナ
ンスの研究を活発に行っており，韓国の高麗
大学などとすでに実質的な共同研究を開始し
ている。
いずれにしても，各国の文化，歴史，慣習
を考慮に入れた，アメリカ型ではないコーポ
レート・ガバナンスのモデルを世界に向けて
提唱する社会的意義はきわめて大きいと考え
られる。
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